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☆ 

忘
年
会
の
実
施 

日
時 

12
月
9
日(
土) 

午
後
一
時
～ 

場
所 

柏
原
町
見
長 

大
連
飯
店 

会
費 

２
，０
０
０
円 

駐
車
は
店
の
左
隣
り
の
空
地
に 

 ☆ 

一
月
例
会 

日
時 

1
月
13
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

森
田
尚
典
、小
島
紀
夫
、
久
保
小
枝
子 

 ☆ 

二
月
例
会 

 

日
時 

2
月
10
日(

土) 

 

午
前
十
時
～ 

 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

 

川
原
邦
弘
、
桜
井
三
枝
子
、瀧
本
栄
子 

 

☆ 

三
月
例
会
兼
総
会
の
会
場
変
更 

 

日
時 

３
月
10
日(

土) 

 

午
前
十
時
～ 

 

場
所 

未
定(

春
日
住
民
セ
ン
タ
ー) 

 
 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
期
間

納
税
相
談
会
場
に
使
用
さ
れ
る
事
が

判
明
し
た
た
め
、
例
年
通
り
、
春
日
住

民
セ
ン
タ
ー
の
予
約
を
検
討
中 

 

       ☆ 

「
第
5
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

会
場 

竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

12
月
16
日(

土)

午
前
10
時
～
12
時 

テ
ー
マ
「
中
竹
田
の
雅
な
領
主
」 

講
師
・ナ
ビ
ゲ
ー
タ
山
内
順
子
さ
ん 

参
加
費
５
０
０
円
、
資
料(

カ
ラ
ー)

お

菓
子
お
茶
付 

申
込
不
要 

問
合
先 

青
木
さ
ん(

０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

 ☆ 

「
第
5
回
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ 

」 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

会
場 

柏
原
自
治
会
館 

1
月
19
日(

金)
１０
時
半
～
12
時 

講
師 

井
上
正
直
氏(
文
化
財
石
垣

修
復
担
当
者) 

テ
ー
マ
は
「
丹
波
地
域
の
美
し
い
石

垣
」 

参
加
費
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原
自
治

協
議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 ☆ 

丹
波
市
教
委
「
第
4
回
歴
史
講
座
」 

主
催 

丹
波
市
教
委
文
化
財
課 

1
月
20
日
（
日
）
13:

30
～
15:

00 

会
場 

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー 

 

講
演
「
村
と
寺
社
建
築
の
関
係
史

（
仮
）
」 

講
師 

神
戸
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
教
授 

 
 

黒
田
龍
二
氏 

 

☆ 

神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

「
第
16
回
歴
史
文
化
を
め
ぐ
る
地
域
連

携
協
議
会
」(

予
告) 

 

日
時 

1
月
28
日(

日)

10
時
～ 

 

於 

神
戸
大
学 

詳
細
は
次
号
発
表 

 

   

 

◆ 

柏
原
町 

山
内 

順
子 

様 

 

和
本
の
楽
し
み 

                              

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

-
-

 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

情
報
発
信(

み
ち
し
る
べ)

 

『都名所図会』 安永九年（１７８０）に刊行 全六巻 11 冊 
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私
が
く
ず
し
字
に
出
会
っ
た
の
は
、 

絵
が
面
白
そ
う
だ
な
と
思
い
入
手
し

た
『
都
名
所
図
会
』
で
し
た
。
こ
れ
は
安

永
九
年
（
１
７
８
０
）に
刊
行
さ
れ
た
全
六

巻
十
一
冊
の
京
都
の
地
誌
―
と
い
う
か
、

今
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
近
い
と
思
い

ま
す
。
秋
里
籬
島
が
文
を
、
竹
原
春
朝
斎

が
挿
絵
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
京
都
と
い

う
こ
と
で
、
意
外
に
変
化
し
て
い
な
い
社

寺
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
今
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
方
広
寺
の
大
仏
の
絵

が
あ
っ
た
り
、
太
秦
の
大
酒
神
社
で
行
わ

れ
る
牛
祭
の
古
い
様
子
の
描
写
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
字
も
比
較
的
読
み
や
す

く
、
初
心
者
に
は
ぴ
っ
た
り
の
教
材
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
以
来
、
お
小
遣
い
の
範
囲
内
で

少
し
ず
つ
で
す
が
和
本
を
集
め
て
い
ま

す
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
や
『
播
州
名
所
巡

覧
図
会
』
、
『
淡
路
国
名
所
図
会
』
な
ど
は

兵
庫
県
内
の
こ
と
な
の
で
身
近
な
話
題

も
多
く
、
楽
し
い
で
す
。 

例
え
ば
『
播
州
…
』
で
は
、
丹
波
地
域
に

も
伝
説
の
多
く
残
る
「
法
道
仙
人
」
が
瀬

戸
内
を
行
き
か
う
船
か
ら
俵
を
飛
ば
し

て
お
布
施
を
得
た
と
い
う
伝
説
も
絵
に

な
っ
て
い
ま
す
。
海
上
を
飛
ん
で
ゆ
く
俵

を
見
な
が
ら
び
っ
く
り
す
る
人
々
の
表

情
も
豊
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
『
和
泉
名
所
図
会
』
で
は
和
泉
石

の
産
地
で
石
工
が
様
々
な
種
類
の
鑿
を

使
い
な
が
ら
手
作
業
で
獅
子
狛
犬
を
彫

っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
丹

波
地
域
で
は
、
柏
原
八
幡
宮
の
獅
子
狛
犬

や
市
島
町
二
宮
神
社
の
獅
子
狛
犬
な
ど

が
和
泉
石
製
で
す
。
図
会
に
あ
る
よ
う
に

製
作
さ
れ
た
の
だ
と
想
像
し
な
が
ら
眺

め
て
い
る
と
、
と
て
も
愛
お
し
く
思
え
て

き
ま
す
。 

名
所
図
会
以
外
で
は
『
倭
漢
三
才
図

会
』
も
お
す
す
め
で
す
。
全
体
は
百
五
巻

八
十
一
冊
に
及
ぶ
膨
大
な
も
の
で
、現
在

の
百
科
事
典
で
す
。
編
集
者
は
大
坂
の
医

師
で
あ
る
寺
島
良
安
。
明
の
『
三
才
図

会
』
を
お
手
本
と
し
て
約
三
十
年
か
け
て

編
纂
、
正
徳
二
年
（
１
７
１
２
）に
成
立
し

た
そ
う
で
す
。
最
近
入
手
し
た
「
火
類
」
の

中
に
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
、
松
明
の
火
や
花

火
が
入
っ
て
い
る
一
方
で
「
鬼
火
」
や
「
霊

魂
火
（
ひ
と
だ
ま
）
」
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
時
の
人
々
の
考
え
方
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
し
、
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

く
ず
し
字
の
練
習
に
は
な
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

以
上
、
私
の
く
ず
し
字
と
の
出
会
い
や

楽
し
み
方
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、自
己

紹
介
に
代
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
の
歩
み(

４) 

前
代
表 

川
口
利
和 

２
０
１
５
年
度
は
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

年
２
回
開
催
は
役
員
の
事
務
量
負
担
が

重
い
こ
と
で
従
前
ど
お
り
年
１
回
に
戻

し
ま
し
た
。 

事
業
は
①
例
月
講
座(

現
行
と
同
様

に
、
原
則
毎
月
第
２
土
曜
日
、
10:

00
～

２
時
間
、
年
１
２
回
、
会
場
は
主
に
柏
原

住
民
セ
ン
タ
ー)

、
②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

(

１２
月
・講
師
：
柏
原
八
幡
神
社(

柏
原

町)

宮
司)

、③
忘
年
会(

１２
月)

、④
総
会

(

３
月)

で
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
し
た
。 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
内
容
は
柏
原
八

幡
神
社
の
歴
史
等
の
解
説
、
連
署
禁
制
・

社
殿
造
営
記
録
・拝
殿
上
葺
勧
進
状
等
の

古
文
書
解
説
・鑑
賞
、神
社
内
外(

乗
寶
寺

・八
幡
神
社
社
殿
・三
重
塔(

塔
内
含
む)

・

五
社
稲
荷
神
社
等)

の
縁
起
等
の
解
説
・

現
地
視
察
で
し
た
。
特
に
三
重
塔
内
部
の

狭
い
階
段
を
上
が
っ
て
の
視
察
は
そ
の
急

勾
配
に
ひ
や
ひ
や
も
の
の
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
宮
司
の
ご
配
慮
に
感
謝
で
あ
り

ま
す
。
会
員
数
は
３６
名
で
し
た
。 

ま
た
、
新
た
な
制
度
で
あ
る
丹
波
市

生
涯
学
習
団
体
・市
民
活
動
団
体
等
情
報

登
録
を
３
月
に
丹
波
市
へ
申
請
、
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
本
制
度
の
利
点
は
①
倶
楽

部
活
動
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌

へ
発
信
が
可
能
、
②
登
録
情
報
は
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、図
書
館
等
の
生
涯
学
習
施
設

へ
備
付
、に
よ
っ
て
、市
登
録
団
体
と
い
う

確
か
な
団
体
で
あ
る
こ
と
の
周
知
の
他

に
、
会
員
募
集
、
他
団
体
と
の
交
流
等
に

活
用
で
き
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

※
掲
載
写
真
は
で
き
る
限
り
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
の
思
い
で
選
定

し
ま
し
た
が
、掲
載
の
写
真
と
な
り
ま
し

た
。
寛
大
な
る
心
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。 

 

※ 

第
4
回
分
は
２
０
１
６
年
度
分

ま
で
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、紙
面
の

都
合
に
よ
り
、後
半
部
分
は
次
号
に
掲

載
す
る
事
と
し
ま
す
。
ご
諒
承
下
さ
い
。 

 

★
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
場
面 

(

２
０
１
５
/

１２) 

  

  

今
回
の
忘
年
会
は
、肩
ひ
じ
張
ら
な
い

無
礼
講
で
、と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
来
、
酒
宴
は
、
結
婚
式
の
三
々
九
度

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、定
め
ら
れ
た
形

式
で
酒
杯
を
や
り
取
り
す
る
「
礼
講
」
が

正
式
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

そ
の
礼
講
の
の
ち
、
身
分
や
地
位
の
上

下
、
形
式
を
問
わ
ず
酒
杯
を
や
り
取
り

す
る
の
が
「
無
礼
講
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
故
、
無
礼
講
で
も
、
酔
っ
払
っ
て
、

喧
嘩
・口
論
や
座
の
雰
囲
気
を
乱
す
行
為

を
す
る
の
は
、
「
無
礼
な
振
る
舞
い
」
だ
っ

た
そ
う
で
す
。 

酒
宴
は
和
気
藹
々
が
一
番
で
す
ね
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特

別

寄

稿

(

読

み
売

り) 

編

集

後

記

(

金

棒

引

き) 


